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もっと身近に。

より親しみやすく。

PROGRAM_LOGO

新しい名前で、

もっと伝わる感染症情報へ …

「野田地域感染症情報」は、

より親しみやすく、より身近な感染症情報

を目指して、「野田感染症 info ・ナビ」へ

名称を変更しました

これからも、

暮らしの安心を支える感染症情報を

お届けしていきます

新ロゴ・ logotype

ロゴデータ logotype

⚫ モチーフは盾

⚫ 感染症から守る、防御する

⚫ 3本のラインで構成。 ①情報発信者（保健所）、 ②情報受信者（各機関・施設）、 ③各
機関・施設利用者（市・県民）を想定。この 3本（者）の協調により、感染症に対する
盾が完成するイメージ

⚫ それぞれの色は、千葉県の key color である、 blue （海・空）、 Yellow （菜の花）に加
え、 2つを混ぜ合わせた green （大地・緑）の 3色を展開

⚫ それぞれのラインは各者のつながりを表現し、つながりの強さを太さで表現

⚫ 色の重なりは、それぞれの「つながり」・「協力」・「協調」を表現

⚫ 配色はパステル調とし、これまでの「難しい」、「少し怖い」などの抵抗感のあるイ
メージを払拭する柔らかい印象に。情報内容を見たくなる期待感をもっていただけるよ
うな配色

掲 載 週

第30週:7/20-7/26

第31週:7/27-8/ 2

第32週:8/ 3-8/ 9
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県内でデング熱が発生しています

2026 年第31 週に県内医療機関から 2例の届出があり、累計は 5例と なりました 。

5例の推定感染地域はいずれも国外（アジア地域 4例・オセアニア地域 1例）でした。

⚫ デングウイルスを病原体とする感染症です

⚫ 主な感染経路は、ウイルスを保有したネッタイシマカやヒトスジシマカなどの蚊に刺されること

により感染します

⚫ ヒトからヒトへの直接的な感染はなく、潜伏期間は、 2日から 14日程度です

主な症状

⚫ 発熱、発疹、関節痛、筋肉痛などの症状を呈します

⚫ 多くの場合、後遺症を残すことなく 回復します が、時に出血症状や意識障害を呈し、多臓器不全に

より死亡する場合もあります

予 防 と 対 策

蚊に刺されないよう
にすることが重要

（これが最も重要）

1
虫よけ剤や長袖
を活用し、皮膚
の露出を減らす

2

網戸・エアコン・
蚊帳で蚊の侵入や

接触を防ぐ

3

千葉県感染症情報センター【 引用・参考 】

デング熱とは

⚫ 2021 年から 2026 年第31週までに県内では 56 例のデング熱の届出がありました

⚫ 性別は、男性 40例（ 71% ）、女性 16例（ 29% ）で、年代別は、 20代が18 例（ 32% ）と最も多く、

次いで 30代が13例（ 23% ）であり、 30代以下が約7割を占めています

⚫ 病型は、デング熱が 55例（ 98% ）、デング出血熱が 1例（ 2% ）でした

⚫ 推定感染地域は、 56例全員が国外であり、そのうち 8割以上がアジア地域でした

県内の発生状況

https://www.pref.chiba.lg.jp/eiken/c-idsc/
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第32 週の千葉県内新型コロナウイルス感染症発生状況

抗菌薬ってなに？？

千葉県感染症情報センター【 引用・参考 】

【 引用・参考 】

登録内容変更申請 登録削除申請 バックナンバー

【 引用・参考 】 国立健康危機管理研究機構_ 麻しん発生動向調査

全国麻しん累積報告数の推移（第 1～31 週）

麻しん＆新型コロナウイルス感染症発生状況

AMR ( 薬剤耐性 Anti m icrobial  Resistance  ) 情報

野田保健所管内 感染症発生状況

AMR臨床リファレンスセンター _ 未来に使える抗菌薬を残すため薬剤耐性 (AMR) について学ぼう！

新規登録申請

定点把握対象の五類感染症

千葉県感染症天気図 2026 年 第32週

⚫ 野田保健所管内では、県内上位の定点把握対象の五類感染症はありませんでした

千葉県感染症情報センター【 引用・参考 】

全数把握疾患  結 核

３類 ４類 ５類 活動性肺結核 活動性
肺外結核

潜在性
結核0 2 0 喀痰塗抹(+) 喀痰塗抹(-)

レジオネラ症 2 件 0 0 0 3

⚫ 一方で、抗菌薬は細菌に対してのみ効果があるため、ウイルスや真菌が原因の感染症には効果が

期待できません。また、抗菌薬には副作用があり、特に下痢がよくみられます。これは病原菌だ

けでなく腸内細菌にも影響を与えるためです。副作用で服用が難しい場合は、自己判断で中止せ

ず医師や薬剤師に相談することが大切 です

⚫ 細菌特有の構造や増殖の仕組みを標的として作用し、例えばペニシリンは細菌の細胞壁の合成を

妨げます。ヒトの細胞には細胞壁がないため、細菌を選択的に攻撃 できます

⚫ 抗菌薬は、細菌を殺したり増殖を抑えたりする薬 です

各種申請はコチラから

定点当たり報告数＝報告数／定点医療機関数

https://www.pref.chiba.lg.jp/eiken/c-idsc/
https://apply.e-tumo.jp/pref-chiba-u/offer/offerList_detail?tempSeq=46320
https://apply.e-tumo.jp/pref-chiba-u/offer/offerList_detail?tempSeq=45901
https://www.pref.chiba.lg.jp/kf-noda/kansenshou/kansenshou.html
https://id-info.jihs.go.jp/surveillance/idwr/diseases/measles/graph/index.html
https://id-info.jihs.go.jp/surveillance/idwr/diseases/measles/graph/index.html
https://id-info.jihs.go.jp/surveillance/idwr/diseases/measles/graph/index.html
https://amr.jihs.go.jp/general/1-1-3.html
https://amr.jihs.go.jp/general/1-1-3.html
https://amr.jihs.go.jp/general/1-1-3.html
https://amr.jihs.go.jp/general/1-1-3.html
https://amr.jihs.go.jp/general/1-1-3.html
https://amr.jihs.go.jp/general/1-1-3.html
https://apply.e-tumo.jp/pref-chiba-u/offer/offerList_detail?tempSeq=45795
https://www.pref.chiba.lg.jp/eiken/c-idsc/
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※ マイコプラズマ肺炎は基幹定点医療機関のみ報告（野田保健所管内に基幹定点はありません）
※ RSウイルス感染症 ・ マイコプラズマ肺炎 ・ 新型コロナ ウイルス 感染症は警報基準値等の設定はありません
※ 令和7年4月7日より定点報告疾患に「急性呼吸器感染症」が追加されました

管  内 警報基準値解除基準値県全体

急性呼吸器感染症

小 児 科

眼 科

1

疾患により警報基準値は

異なります。グラフの横

軸は、「週数」を表しま

す。また、縦軸は「定点

あたり報告数（患者

数）」を表します

2 3

野田保健所管内の感染症発生動向

「定点」とは、保健所に患者の

発生を報告してくれる医療機関

のことで、「定点あたり報告

数」とは、定点一か所から一週

間にどの位の患者報告があった

かの平均値を表します

この数値により野田保健所管内の

当該感染症の流行状況が把握でき

ます。「定点あたり報告数」が警

報基準値を超えるようであれば、

当該感染症が非常に流行している

ことを表します

グラフの見方
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